
西多摩建設業協同組合  広報委員会   ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０   平成２１年１０月１５日  第１８３号 （１）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2009 年 
 10 月 

 

183号 

 
  

 
ン
ク
リ
ー
ト
と
し
て
使
用 

で
き
る
再
生
骨
材
を
製
造 

す
る
日
本
初
の
実
用
施
設 

だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ 

の
再
生
骨
材
を
製
造
す
る 

工
程
で
生
じ
た
セ
メ
ン
ト 

粉
を
固
化
剤
と
し
て
有
効 

利
用
し
、
改
良
土
を
製
造 

す
る
な
ど
、
新
た
な
付
加 

価
値
や
資
源
循
環
を
生
み 

出
し
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
で 

し
た
。 

人
や
企
業
が
経
済
活
動 

を
拡
大
ま
た
は
維
持
す
る 

に
当
た
り
、
循
環
型
社
会 

へ
の
転
換
を
迫
ら
れ
制
約 

が
多
く
な
る
昨
今
、
先
見 

力
を
持
ち
、
こ
の
分
野
で
こ
の
よ
う
な
付
加
価
値
を
生
む
事
業
を 

既
に
実
行
さ
れ
て
い
る
経
営
力
に
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
が
、
そ 

の
一
面
を
見
聞
で
き
て
大
変
有
意
義
な
見
学
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
ス
ー
パ
ー
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設
見
学
・
研
修
」
報
告 

西
建
協
・
若
手
経
営
者
の
会 

馬
場 

英
明
（
㈱
馬
場
組
） 

 

去
る
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
六
日
、
西
建
協

若
手
経
営
者
の
会
及
び
東
京
都
若
手
経
営
者
の
会

合
同
に
よ
る
エ
コ
タ
ウ
ン
施
設
見
学
・
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
見
学
は
、
東
京
都
が
国
の
都
市
再
生
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
整
備
を
進
め
、
東
京
臨
海

部
に
お
け
る
都
有
地
を
活
用
し
た
、
民
間
事
業
者
等

が
主
体
と
な
る
廃
棄
物
処
理
・
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

（
ス
ー
パ
ー
エ
コ
タ
ウ
ン
事
業
）
を
視
察
見
学
す
る

も
の
で
し
た
。 

見
学
し
た
施
設
は
、
と
も
に
大
田
区
城
南
島
（
羽

田
空
港
の
北
側
に
位
置
す
る
）
に
あ
る
高
俊
興
業
㈱

「
東
京
臨
海
エ
コ
・
プ
ラ
ン
ト
」
と
、
成
友
興
業
㈱

「
城
南
島
工
場
」
の
二
箇
所
。 

最
初
に
訪
問
し
た
高
俊
興
業
㈱
「
東
京
臨
海
エ

コ
・
プ
ラ
ン
ト
」
は
、
主
に
建
設
系
混
合
廃
棄
物
を
、

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
高
精
度
選
別
再
資
源
化

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
ご
と
に
多
段 

階
選
別
を
実
施
す
る
中
間
処
理
・
再
資
源
化
施

設
。
一
日
に
処
理
す
る
廃
棄
物
量
は
、
四
ｔ
ダ
ン

プ
換
算
で
七
〇
〇
台
分
の
能
力
を
有
し
、
こ
こ
で

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
九
〇
％
（
重
量
ベ
ー
ス
）

に
達
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
再
資
源
化
が
困
難
な

建
設
系
混
合
廃
棄
物
の
、
さ
ら
な
る
再
資
源
化
を

進
め
る
上
で
の
取
り
組
み
と
し
て
最
も
効
果
的

な
の
は
、
排
出
段
階
で
の
分
別
促
進
に
あ
た
り
、

そ
の
仕
組
み
や
対
応
な
ど
も
提
案
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

二
箇
所
目
の
施
設
は
、
成
友
興
業
㈱
「
城
南
島 

工
場
」
で
、
今
年
の
六
月
二
十
九
日
に
竣
工
式
を

迎
え
、
七
月
よ
り
稼
働
し
た
建
設
汚
泥
・
が
れ
き

類
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
（
改
良
土
プ
ラ
ン
ト
、
再

生
骨
材
・
再
生
砕
石
プ
ラ
ン
ト
）
で
す
。
一
日
の

処
理
能
力
は
、
破
砕
が
四
，
〇
八
〇
ｔ
、
泥
土
の

脱
水
一
五
〇
㎥
・
造
粒
固
化
一
，
四
四
〇
㎥
で
、

同
工
場
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
廃
材
か
ら
構
造
用
コ

東
京
都
知
事 

石
原
慎
太
郎 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会 

平
成
二
十
二
年
度
東
京
都
予
算
等
に
対
す
る
要
望 

 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会
は
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
、
社
団
法
人
北
多
摩
建
設
業
協
会
、
社
団
法
人
南
多

摩
建
設
業
協
会
の
三
団
体
で
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
東
京
都
及
び
三
多
摩
市
町
村
と
連
携
し
て
、
災
害

時
の
道
路
啓
開
、
河
川
の
水
防
対
策
、
雪
害
対
策
な
ど

積
極
的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
場
建

設
業
と
し
て
社
会
的
使
命
を
認
識
し
て
、
社
会
資
本
整

備
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
経
済
の
振
興
や
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
す
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
の
東
京
都
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

前
年
度
に
増
し
て
、
三
多
摩
地
区
に
格
段
の
ご
理
解
と

ご
配
慮
を
賜
り
た
く
、
以
下
七
項
目
の
要
望
書
を
提
出

致
し
ま
す
。 

一
、
公
共
事
業
費
の
確
保
に
つ
い
て 

 
 

地
球
の
温
暖
化
に
伴
う
局
地
的
集
中
豪
雨
（
い
わ

ゆ
る
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
）
に
伴
う
災
害
が
頻
発
し 

 

て
お
り
ま
す
。 

東
京
都
民
の
生
命
と
財
産
の
安
全
確
保
を
は 

か
る
見
地
と
、
建
設
業
者
の
窮
状
の
打
開
を 

図
る
上
か
ら
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
と
し 

て
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。 

１
．
道
路
網
の
整
備
と
治
山
砂
防
対
策
予
算
の 

確
保
を
要
望
し
ま
す 

 
 

ダ
ム
及
び
山
間
地
を
か
か
え
る
、
三
多
摩
地 

域
の
道
路
整
備
と
改
修
、
治
山
砂
防
等
災
害 

予
防
対
策
関
係
事
業
費
の
優
先
確
保
を
要
望 

し
ま
す
。 

２
．
危
険
箇
所
の
周
知
と
急
傾
斜
地
崩
落
危
険 

箇
所
の
整
備
を
要
望
し
ま
す 

 
 

三
多
摩
地
域
に
お
け
る
土
砂
災
害
警
戒
地
区 

等
の
指
定
並
び
に
危
険
箇
所
を
指
定
し
、
都 

民
に
周
知
等
さ
れ
る
と
共
に
、
急
傾
斜
地
の 

崩
落
危
険
箇
所
の
整
備
を
す
る
た
め
に
必
要

公 

要
な
共
事
業
費
を
優
先
的
に
確
保
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

３
．
南
北
道
路
及
び
幹
線
道
路
等
の
整
備
を
図
る
た
め
の
予
算
確
保 

を
要
望
し
ま
す 

交
通
渋
滞
解
消
、
南
北
道
路
及
び
幹
線
道
路
等
の
整
備
推
進
を
は
か 

る
た
め
の
公
共
事
業
費
の
優
先
確
保
を
要
望
し
ま
す
。 

４
．
橋
梁
予
算
の
確
保
を
要
望
し
ま
す 

橋
梁
の
か
け
替
え
、
橋
梁
の
腐
食
や
劣
化
、
耐
震
補
強
の
点
検
等
災

害
予
防
対
策
の
観
点
か
ら
、
所
要
事
業
費
の
確
保
を
要
望
し
ま
す
。 

５
．
堤
防
の
強
化
対
策
と
河
床
の
改
修
保
全
を
要
望
し
ま
す 

近
年
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に
伴
う
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
こ
れ
に 

備
え
る
た
め
河
川
の
堤
防
の
強
化
を
促
進
し
、
合
わ
せ
て
河
床
に
堆 

積
し
て
い
る
土
砂
、
草
木
の
撤
去
と
堆
積
砂
利
・
玉
石
の
撤
去
に
必 

要
な
予
算
確
保
を
要
望
し
ま
す
。 

二
、
地
元
中
小
建
設
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
強
化
に
つ
い
て 

１
．
地
元
業
者
の
限
定
指
名
を
要
望
し
ま
す 

 
 

当
連
合
会
は
都
知
事
と
災
害
協
定
を
締
結
し
、
協
定
業
者
と
し
て
社 

会
的
使
命
を
認
識
し
、
災
害
発
生
時
に
は
社
会
に
貢
献
す
る
決
意
を 

表
明
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
に
配
慮
く
だ
さ
れ
、
地
元
に
本
社
を
置
く
中
小
建
設
業
者

を
限
定
指
名
等
、
優
先
的
に
受
注
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
併
せ

て
、
出
先
事
業
所
に
対
し
、
限
定
指
名
す
る
よ
う
強
い
ご
指
導
を
要

望
し
ま
す
。 

２
．
総
合
評
価
方
式
に
お
け
る
地
元
業
者
へ
の
加
点
を
要
望
し
ま
す 

施
工
能
力
審
査
型
総
合
評
価
・
技
術
力
総
合
評
価
型
に
お
い
て
、
地

域
会
員
で
地
元
に
本
社
を
置
く
中
小
建
設
業
者
や
、
ま
た
東
京
都
と

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
会
員
会
社
に
加
点
し
て
頂
く
よ
う
要
望

し 

し
ま
す
。
ま
た
、
現
行
の
総
合
評
価
方
式
は
、
技
術
点
よ
り

も
価
格
点
の
配
分
が
多
い
た
め
、
技
術
点
が
良
く
て
も
受
注

で
き
ま
せ
ん
。
も
う
少
し
技
術
点
の
配
分
を
上
げ
て
頂
き
た

く
要
望
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
現
行
の
施
工
実
績
三
年
三
か
月

を
五
年
に
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

三
、
入
札
・
契
約
制
度
の
さ
ら
な
る
改
善
に
つ
い
て 

 
 
 

１
．
予
定
価
格
の
事
前
公
表
の
廃
止
を
要
望
し
ま
す 

予
定
価
格
の
事
前
公
表
は
、
適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
に
く
く
、

見
積
努
力
を
損
な
わ
せ
る
等
弊
害
が
多
く
、
国
に
お
い
て
も

最
低
制
限
価
格
等
の
事
前
公
表
の
廃
止
通
知
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
競
争
入
札
は
、
技
術
力
の
あ
る
業
者
に
よ
る
公
平
な
競

争
を
図
り
、
品
質
の
高
い
公
共
工
事
の
確
保
を
す
る
た
め
に
、

予
定
価
格
の
公
表
を
廃
止
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。 

２
．
最
低
制
限
価
格
の
引
き
上
げ
を
要
望
し
ま
す 

引
き
続
く
公
共
事
業
費
の
削
減
と
予
算
枠
の
締
め
付
け
、
加

え
て
電
子
入
札
制
度
の
導
入
に
伴
う
低
価
格
入
札
に
よ
り
、

建
設
業
者
は
採
算
割
れ
が
続
き
、
老
舗
が
倒
産
に
至
る
現
状

を
何
と
し
て
も
打
開
を
図
る
た
め
、
現
行
の
最
低
制
限
価
格

「
八
十
五
％
」
を
「
九
十
％
」
に
引
き
上
げ
て
く
だ
さ
る
よ 

う
要
望
し
ま
す
。 

３
．
履
行
保
証
保
険
会
社
指
定
枠
の
改
善
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す 

現
行
、
東
京
都
は
損
害
保
険
会
社
の
履
行
保
証
保
険
だ
け
を

指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
及
び
外
郭
団

体
は
、
保
証
事
業
者
（
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
、
そ
の
他
）

の
保
証
で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
損
保
会
社
だ
け
の
指
定

を
排
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
契
約
保
証
金
の
判
定

基
準
と
な
る
最
高
完
成
工
事
高
の
実
績
に
つ
い
て
現
行
二
年

間
で
す
が
、
受
注
量
等
の
激
減
か
ら
四
年
ま
た
は
六
年
間
に

延
長
し
て
い
た
だ
き
た
く
要
望
し
ま
す
。 

４
．
指
名
参
加
資
格
審
査
に
お
け
る
最
高
完
成
工
事
高
の
期
間
の

延
長
を
要
望
し
ま
す 

現
行
橋
梁
・
河
川
・
し
ゅ
ん
せ
つ
埋
立
て
・
地
下
鉄
工
事
は

九
年
、
そ
れ
以
外
の
業
種
は
七
年
の
工
事
実
績
で
す
が
、
こ

こ
数
年
の
工
事
量
激
減
と
受
注
量
の
減
少
か
ら
ラ
ン
ク
を
維

持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
来
ま
し
た
の
で
、
全
て
の
業
種

に
お
い
て
工
事
実
績
の
期
間
を
十
年
間
に
し
て
頂
き
た
く
、

要
望
し
ま
す
。 

四
、
中
間
前
払
金
制
度
運
用
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て 

１
．
中
間
前
払
金
制
度
運
用
の
周
知
徹
底
を
要
望
し
ま
す 

中
小
建
設
業
者
の
資
金
調
達
の
便
益
も
考
慮
い
た
だ
き
、
中

間
前
払
金
制
度
の
積
極
的
な
運
用
に
つ
い
て
、
出
先
事
業
所

な
ど
関
係
部
署
に
周
知
徹
底
を
要
望
し
ま
す
。 

五
、
原
材
料
費
値
上
が
り
等
の
適
正
反
映
に
つ
い
て  

１
．
原
材
料
値
上
り
の
適
正
反
映
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す 

公
共
工
事
費
の
積
算
並
び
に
設
計
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
原

材
料
の
変
動
状
況
を
見
極
め
て
、
素
早
く
反
映
す
る
よ
う
措

置
願
い
た
く
、
出
先
事
業
所
に
対
し
て
も
指
導
さ
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。 

陽 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
二
面
に
つ
づ
く
） 
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 ９ 月 事 業 報 告  

１日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練 
全７０路線で実施   午前８時～１０時  

４日 平成２２年度東京都予算等に対する要望書 
提出及びヒヤリング 〈三多摩建設業連合会〉 

８日 労働衛生週間説明会  （西多摩分会） 
 実施要綱等説明・特別講演（福生消防署） 

１１日 広報委員会１８２号編集発行 
１４日 総務委員会 
１５日 あきる野地区委員会 
１７日 理事会 

 １０ 月 事 業 計 画  

２日 労働衛生週間工事現場パトロール 
６日 事業委員会及び第１７回地区別ソフトボール 

大会実行委員会開催 
９日 広報委員会１８３号編集発行 

１４日 あきる野地区委員会 
１９日 総務委員会 
２１日 理事会 
２４日（土）第１７回地区別ソフトボール大会 
    午後１時試合開始  青梅市民球技場 
２８日（水）西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 
    平成２１年度研修（講演）・総会 開催   
     時間：午後２時～４時２０分     

会場：福生市民会館小ホール   

《９月１７日（木） 理事会報告》 
①報告事項 
・各委員会事業報告 

②審議事項 
・組合創立６０周年（都知事感謝状申請） 

    「東京都知事及び産業労働局長」 
感謝状候補者選考承認の件 

・西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会   
２１年度研修（講演）・総会開催の件 

・平成２２年１月２７日（水）新年会開催の件 
  会場：青梅市福祉センター ３階ふよう 

 

 写真が語る西多摩（今昔） 第７回 

◇福生西口駅前通り 
 昭和３６年頃の駅前と通り、書店の岩田三省堂前より。 
 平成６年から駅前通りの拡幅工事が始まる。現在の広くなった道路の両側には高い 

建物が並んでいる。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇平井の 宿

しゅく

 
旧平井村の中心地である宿通りは２５０メートルほどの直線道路。 
平井川上流から上宿、中宿、下宿とよばれていた。昭和３８年頃の写真には道

路脇には共同井戸が見られる。写真の井戸は、宿に６つあったうちの一つ。 
（平井の宿の風景を、上宿から下宿に向かって撮影） 
現在の写真左手の自動販売機の手前の道の入口あたりに井戸があった。 
宿の様子は一変したが、直線の道路だけが昔を偲ばせる。 

 
 
 
 
 

◇ 

お 

知 

ら 

せ 

◇ 

◎
第
十
七
回
地
区
別
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

日
時 

 

十
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
一
時
～ 

 
 

雨
天
中
止 

会
場 

 

青
梅
市
民
球
技
場
（
河
辺
下
河
川
敷
） 

地
区
実
行
委
員 

・
奥
多
摩
：
柴
田
拓
也
（
朝
日
建
設
㈱
） 

・
青
梅
：
中
村
克
己 

（
東
京
機
工
土
木
㈱
） 

・
羽
村
：
小
高
城
司
（
㈱
村
尾
重
機
） 

あ
き
る
野 

日
の
出 

桧
原
：
高
丘
長
武
（
㈱
高
丘
組
） 

＊
組
合
員
。
賛
助
会
員
の
皆
様
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

参
加
申
込
等
は
地
区
実
行
委
員
ま
で
事
前
に
連
絡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

委

員

会 
 

 
 

 

◎
西
多
摩
地
区
建
設
業
界
暴
力
団
等
排
除
協
議
会 

平
成
二
十
一
年
度
研
修
（
講
演
）
及
び
総
会
の
開
催 

月
日 

 

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
八
日
（
水
） 

 

会
場 

 

福
生
市
民
会
館 

小
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

研
修
（
講
演
）
十
四
時
～ 

 
 
 
 

講
師
・
警
視
庁
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課 

管
理
官 

ビ
デ
オ
上
映
・
講
演 

総
会 

十
五
時
四
十
五
分
～
十
六
時
二
十
分 

 

 

 

 

２
．
工
期
延
長
期
間
の
人
件
費
を
設
計
変
更
経
費 

に
追
加
計
上
を
要
望
し
ま
す 

施
工
現
場
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
工

期
延
長
が
な
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
延
長
期
間
の

人
件
費
を
設
計
経
費
へ
追
加
計
上
す
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。 

３
．
道
路
の
拡
幅
を
要
望
し
ま
す 

青
梅
市
成
木
、
黒
沢
、
小
曽
木
地
域
は
採
石
場

が
多
数
あ
り
、
大
型
ダ
ン
プ
の
通
行
が
多
く
、

車
両
の
す
れ
違
い
が
出
来
な
い
箇
所
が
あ
り
、

安
全
の
見
地
か
ら
早
期
に
拡
幅
を
要
望
し 

ま
す
。 

４
．
歩
道
の
整
備
と
国
道
拡
幅
の
国
へ
の
働
き
か 

け
を
要
望
し
ま
す 

都
道
二
〇
六
号
線
（
奥
多
摩
周
遊
道
路
）
の
歩

道
の
整
備
を
要
望
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
国
道

四
一
一
号
線
（
青
梅
街
道
）
、
国
道
一
三
九
号

線
の
歩
道
の
整
備
と
同
路
線
の
ト
ン
ネ
ル
拡

幅
に
関
し
、
国
に
働
き
か
け
を
要
望
し
ま
す
。 

５
．
設
計
変
更
後
の
歩
切
り
の
廃
止
を
要
望
し 

ま
す 

現
行
設
計
変
更
の
金
額
は
、
入
札
率
に
よ
っ
て

歩
切
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
計
変
更
事
体
予
想

し
て
お
ら
ず
、
当
初
の
入
札
率
で
の
歩
切
を
改

善
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 

２
．
緊
急
時
発
注
経
費
の
改
善
を
要
望
し
ま
す 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

緊
急
時
災
害
復
旧
経
費
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
比
べ 

割
高
と
な
る
事
が
一
般
的
で
あ
り
ま
す
が
、
時
と
し
て 

通
常
時
の
積
算
経
費
に
よ
る
支
払
を
さ
れ
る
事
が
あ
り 

ま
す
。
よ
っ
て
、
緊
急
時
の
発
注
は
別
枠
の
実
費
精
算 

と
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

六
、
施
工
管
理
の
改
善
に
つ
い
て 

１
．
工
事
記
録
写
真
撮
影
基
準
の
撮
影
頻
度
の
改
善
を 

要
望
し
ま
す
。 

 
 

舗
装
工
事
で
出
来
形
測
定
・
状
況
写
真
が
現
行
四
〇
ｍ 

 
 

 

に
一
箇
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
六
〇
ｍ
に
一
箇
所
ぐ
ら
い
に
し
て
い
た
だ
き
た 

い
。 

ま
た
、
擁
壁
工
事
な
ど
で
鉄
筋
の
全
数
確
認
写
真
の
改 

 

善
等
提
出
書
類
の
簡
素
化
を
要
望
し
ま
す
。 

七
、
地
域
要
望
に
つ
い
て  

１
．
工
事
着
工
ま
で
の
期
間
が
空
く
場
合
の
配
置
技
術
者 

 

の
変
更
を
要
望
し
ま
す 

都
営
住
宅
建
築
工
事
に
お
い
て
、
工
事
請
負
契
約
締
結 

後
六
ヶ
月
以
上
着
工
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

近
隣
状
況
等
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
整
備
に
時
間
を
要
し
て 

い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
初 

予
定
技
術
者
を
他
の
工
事
へ
配
置
変
更
の
承
認
を
要
望 

し
ま
す
。
又
は
契
約
後
直
ち
に
行
っ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ 

Ｎ
Ｓ
登
録
を
、
計
画
通
知
済
み
後
に
着
工
時
期
が
確
定 

し
た
時
点
で
、
登
録
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。 

 



 


